４年　水泳　　　　　　　　　　　　　　　
1． 学習のねらい

　　今できる泳ぎ方でより長い距離を泳ぐことに挑戦したり，新しい泳ぎ方に挑戦したりして楽しむ。

２．学習のみちすじ

　　ねらい①　今できる泳ぎ方で，より長い距離を泳ぐことに挑戦して楽しむ。

　　ねらい②　新しい泳ぎ方に挑戦したりして楽しむ。

３．学習計画

	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２

	はじめ
	水なれ
	まとめ

	
	ねらい①
	

	
	ねらい②
	


４．1時間の使い方

０　　　　　　　　１０　　　　　　　　　　　２５　　　　　　　　　　　４０　　　　　４５

	はじめ
	なか
	まとめ

	準備体操，

シャワー，水慣れ，

健康チェック，

めあてと場の確認
	ねらい①の活動
	ねらい②の活動
	学習の振り返り

健康観察，

後片付け，洗眼
シャワー，着替え


5． 学習の場　　　子どもの人数，実態に合わせて場の使い方を考える。

ねらい①の場

	６
	２５ｍ挑戦の場

	５
	距離に挑戦する場（２５ｍ以上）

	４
	

	３
	１２ｍ挑戦の場

（補助具あり）
	１２ｍ挑戦の場

（補助具なし）

	２
	
	

	１
	
	


ねらい②の場

	６
	　バタ足の場
	クロールの場
	平泳ぎの場
	背泳ぎの場

バタフライの場

	５
	
	
	
	

	４
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	１
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6． 準備物

・めあてボード　　　　　　　　　・名札　　　　　　　　　　　・場を知らせるボード

・学習資料　　　　　　　　　　　・ＣＤラジカセ　　　　　　　・学習カード

・ビート板　　　　　　　　　　　・ヘルパー　　　　　　　　　・コースロープ

・コンピュータ　　　　　　　　　・ＣＤ－ＲＯＭ　　　　　　　・場や距離を知らせるコーン

７．単元に入る前の準備

　・アンケートをとっておき，子どもの実態を把握しておく。

・学習カード，学習資料，めあてボード，名札，場を知らせるボード等を用意しておく。

・ＣＤ－ＲＯＭをあらかじめみておき，活動のイメージをもっておく。子どもたちにあらかじめ

みせておくと活動しやすい。

・プールサイドにコンピュータを置いておき，いつでもＣＤ－ＲＯＭを見られるようにしておく。

８．「はじめ」の時間の指導

①単元計画を知らせる。　　　　　　　

「今日から水泳学習を１２時間します。めあてをしっかりもってがんばりましょう。」

②どんな運動か知らせる。

「水泳学習では，今できる泳ぎ方で長く泳ぐことに挑戦したり，新しい泳ぎ方に挑戦したりします。」

③学習の約束を知らせる。

・プールの中ではふざけません。

・プールサイドは走りません。

・体の具合が悪くなったらすぐに先生に知らせましょう。

・水に入るときは，ゆっくり後ろ向きで入りましょう。

・音楽がなったら（合図があったら）プールからあがりましょう。

④準備体操（ストレッチ）の仕方を知らせる。
「絵（写真）と同じストレッチをゆっくりていねいにしましょう。」

⑤腰あらい，シャワーのかかり方を知らせる。

「腰あらいでは，カエルの歌を歌いましょう。シャワーでは，呪文を唱えながらかかりましょう。」

⑥水慣れの方法を知らせる。
「腰あらい，シャワーが終わった人から，プールに入って水慣れをしましょう。この時に今日の体の調子を確かめましょう。」
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⑦健康状態の判断の仕方を知らせる。

「二人組（バディー）で確かめ合いましょう。」

・唇の色が悪くないか。

・顔色が悪くないか。

・しんどそうではないか。

９．「なか」の時間（ねらい①）の指導

①どんな学習の仕方か知らせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ねらい①の時には，今できる泳ぎ方でより長い距離を泳ぐことに挑戦します。少しでも長い距離が泳げるようにがんばりましょう。」

②めあてを決める。　　　　　　

　　　「自分の挑戦する泳ぎ方を選んで，名札をめあてボードにはりましょう。」

③場の使い方を知らせる。


「ボードをみて，自分の挑戦する場所へ行きましょう。」

④学習資料（ＣＤ－ＲＯＭ）の見方を知らせる。

「自分の挑戦する泳ぎ方がわからない時は，コンピュータで確かめてみたり，掲示してある資料で確かめたりしましょう。」

１０．「なか」の時間（ねらい②）の指導
①どんな学習か知らせる。　　　　　　　　　
「ねらい②の時には，新しい泳ぎ方に挑戦します。挑戦している泳ぎ方ができるように，学習資料やＣＤ－ＲＯＭを参考にして練習しましょう。」

②めあてを決める。
「自分の挑戦する泳ぎ方を選んで，名札をめあてボードにはりましょう。」

③場の使い方を知らせる。
「ボードをみて，自分の挑戦する場所へ行きましょう。」

④できた基準を知らせる。

「挑戦している泳ぎ方が３回できて満足できたら，次の泳ぎ方に挑戦しましょう。」
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１１．「まとめ」の時間の指導

　　①今日の学習を振り返る。　　　
「今日の学習でがんばったこと，工夫したこと，うれしかったことなどを発表しましょう。」

②教師が子どものよさを紹介する。

「友達の励ましの声かけや助け合いの姿が自然な形で出てくれば，子どもたちに紹介し，協力することの大切さに気づけるようにする。」

１２．参考資料

　　・水あそび，水泳ＣＤ－ＲＯＭ（京都市小学校体育研究会制作）

　　・体育実技講座冊子

・Ｗｅｂページ「京都市小学校体育研究会」で検索してください。

水泳－１６【水泳－４年－④】





















　水慣れの例
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ＣＤ－ＲＯＭを参考にするとよい。








名札（マグネットのもの）をはる。








めあてボードの例（クロール）


ビート板バタ足
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